
 
 平成 28 年 2 月 19 日 

農 林 中 央 金 庫 

 

ＪＡたむら管内の被災生産者に対する営農再開支援について 

 

 

 農林中央金庫では，東日本大震災により甚大な被害を受けた農林水産業の復

興を全力かつ多面的に支援するため，平成２３年に「復興支援プログラム」を

創設し，被災された生産者等に対し，金融面にとどまらない幅広い支援を行っ

ています。 

 今般，本プログラムにより，ＪＡたむら管内の休耕を余儀なくされた米生産

者に対し，営農再開に必要な資材の費用助成を行うことを決定しましたのでお

知らせいたします。 

 

 当ＪＡ管内の一部地区は，震災に伴う原発事故の影響により，避難のための

立退き区域や緊急時避難準備区域に設定され，平成２３年に水稲の作付制限措

置を受け休耕を余儀なくされました。平成２５年（一部の地区は平成２６年）

に制限は解除されましたが，休耕により地力が低下するなど圃場が荒れてしま

ったため，作付再開時に多くの労力・費用が必要な状況となっております。そ

の結果，現在でも当地区における水稲作付面積は休耕前の７割に至っておりま

せん。 

 

 当金庫としては，一人でも多くの生産者に営農を再開していただき，地域農

業の復旧・復興につなげたいとの観点から，今般，資材（肥料，農薬）購入費

用の一部を助成することといたしました。 

 

 当金庫では，引き続き「復興支援プログラム」を通じて，被災された農林水

産業者の復興支援を継続してまいります。 

 

以上 
 
 
 
 

【本件にかかるお問合せ先】 

農林中央金庫 広報企画室（田口，三上） 

TEL：03－5222－2017 
  



 
（参考資料） 
 
１ 本件支援の概要 

（１）水稲の営農再開への支援 
概要 水稲の作付を再開するにあたって使用する資材（基肥，除草

剤）の購入費用の一部を助成 
助成先 ＪＡたむら管内の被災生産者 

 
２ ＪＡたむらの概要（平成 28 年 1 月末現在） 

名称 たむら農業協同組合 
所在地 福島県田村市船引町船引字南町通１６０番地 
設立年月日 平成 7 年 3 月 1 日 
代表者 代表理事組合長 管野 啓二 
管内米の特徴 ～ＪＡたむら米のおいしいひみつ～ 

ＪＡたむら管内は、福島県のほぼ中央に位置し、あぶくま山

系の中山間地域となっております。高低差もあり気候も様々

です。この特性を生かし、あぶくま山系のきれいな水と気候

を味方に付けたお米作りをしております。お米も「コシヒカ

リ」「ひとめぼれ」など地域に合わせて栽培しております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

  


